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目的：これまでの報告で、血清ビリルビン値は糖尿病網膜症と関連している可能性が示唆されてい
る。しかしながら、詳細な機序は完全には明らかになっていない。この研究では、糖尿病網膜症の重
症度と、ビリルビン値やビリルビン代謝に影響する要因を含むさまざまな因子との関係を評価した。

方法：被験者は、2011年4月から2012年7月に九州大学病院に入院した94人の糖尿病患者で構成され
た。患者は3つのグループに分類された：網膜症なし（NDR）、単純糖尿病網膜症（SDR）、および増殖
前または増殖糖尿病網膜症（PDR）。 網膜症の重症度とさまざまな要因との関係は、単変量およびロ
ジスティック回帰分析を使用して評価した。さらに、ビリルビン値の重要な決定要因を評価するため
に、多変量回帰分析を行った。

結果：単変量解析では、ビリルビン値、糖尿病の罹病期間、収縮期血圧、およびマクロアルブミン尿
症において、NDR、SDR、およびPDR間に有意差が認められた。ロジスティック回帰分析により、PDRは
ビリルビン値、糖尿病の罹病期間、および収縮期血圧と有意に関連していることが示された（OR
0.737、95％CI 0.570-0.952、P = 0.0197; OR 1.085、95％CI 1.024-1.149、P = 0.0055; OR 1.036、
95％CI 1.011-1.062、P = 0.0049）。 次に、多変量回帰分析により、ビリルビン値は高感度C反応性
タンパク質値およびPDRと負の関連があるが、ビリルビンの酸化代謝物である尿中バイオピリン値と正
の相関があることが示された。

結論：PDRはビリルビン値と負の関連があった。 この負の関連は、ビリルビンとバイオピリン値との
正の関連を考慮して、ビリルビンの消費の増加ではなく、ビリルビンの産生の減少によるものである
可能性が考えられた。
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